
砺波市健康プラン２１(第２次)

の中間評価について

砺波市では国が掲げる健康日本２１の地方計画として、平成２５年３月に「砺波市健康

プラン２１（第２次）（平成２５年度～３４年度までの１０か年計画）」を策定し、生活

習慣及び社会環境の改善を通して、がん、循環器疾患等の生活習慣病を予防し、これらに

より健康寿命の延伸を目指しています。中間年にあたり、これまでの活動の成果と課題を

整理し、今後の対策に反映させます。

１ 計画の基本目標

（１）健康寿命の延伸

単に平均寿命の伸びを重視するだけでなく、介護を要しない状態で生活できる期間

（健康寿命）の延伸を目指します。

（２）生活の質の向上

疾病や障がいの有無にかかわらず、すべての市民が、生きがいや幸せを実感できる

まちづくりを目指します。

■砺波市健康プラン２１（第２次）の概念図

目標 ■ 健康寿命の延伸

■ 壮年期死亡の減少

■ 要介護者の減少

健康寿命の延伸

生活の質の向上

・がん
・循環器疾患
（脳血管疾患・心疾患）

・糖尿病
・慢性閉塞性肺疾患
（ＣＯＰＤ）

・こころの健康

・次世代（子ども）の
健康

・高齢者の健康

・健康なまちづくりの
推進

働く世代の生活習慣病の

発症予防と重症化予防

社会生活を営むために必

要な機能の維持及び向上

健康を支え、守るための

社会環境の整備

たばこ・アルコール

○ 市民一人ひとりの主体的な取り組み
○ 市民の行動変容を支える地域社会の取り組み

生活習慣の改善（一次予防）

各種対策の推進（協働）

歯・口腔の健康休養

身体活動・運動

栄養・食生活



２ 健康寿命の延伸状況

■男女別平均寿命・健康寿命の推移

本市の平成26年の健康寿命は男性が78.83歳、女性が81.14歳であり、目標は達成

できませんでしたが、健康寿命は長期的にみると伸びています。

３ 取組項目に対する達成状況（抜粋）

・がん検診受診率では、目標値５０％に達したのは、１項目（乳がん）でした。

基準値

（平成22年）

中間値

（平成26年）

26年－22年

の増減
目標

男性
平均寿命 81.48歳 81.59歳 +0.11歳

平均寿命の増加分を

上回る健康寿命の

増加

健康寿命 78.87歳 78.83歳 -0.04歳

女性
平均寿命 86.97歳 86.49歳 -0.48歳

健康寿命 82.14歳 81.14歳 -1.00歳

項 目

市

基準値

平成２３年度

中間値

平成２８年度
目標 達成状況

がん検診受診率

胃

肺

大腸

子宮頸部

乳（女性）

２１．５％

３９．８％

２６．６％

４１．３％

４５．８％

２１．３％

３６．１％

２６．７％

４６．６％

５０．６％

４０％

５０％

４０％

５０％

５０％ C

H14 H18 H22 H26
平均寿命（男） 78.17 79.31 81.48 81.59
健康寿命（男） 76.05 77.13 78.87 78.83
平均寿命（女） 84.52 84.92 86.97 86.49
健康寿命（女） 80.31 80.57 82.14 81.14
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健康寿命とは・・・健康上の問題で日常生活が制限されることなく、自立して生活できる期間

のことで、用いるデータや算出方法により値が異なり、国や県は「国民生活基礎調査」結果、

市では「介護保険情報」を用いた算出のため、市の健康寿命を県や国と比較できません。

資料：健康センター試算

資料：健康センター試算

（歳）



達 成 状 況

項 目

市

基準値

平成23年度

中間値

平成２８年度

目標

平成2９年度

達成状況

メタボリックシンドロームの該当者の割合

（４０～６４歳） 男性

女性

３０．８％

８．８％

２６．５％

９．０％

２３．０％

６．５％

（６５～７４歳）

男性

女性

２９．５％

１４．４％

３０．５％

１２．４％

２２．０％

１１．０％

メタボリックシンドローム予備群の割合

（４０～６４歳） 男性

女性

１４．６％

４．８％

１８．１％

５．８％

１１．０％

３．５％

（６５～７４歳）

男性

女性

１４．０％

４．１％

１４．７％

５．９％

１０．５%

３．０%

特定健康診査受診率 ５８．５％ ６０．７％ ６５％

特定保健指導実施率（終了率） ２２．２％ ６２．５％ ６０％ C
４０歳代における進行した歯周疾患を有する者の

割合 男性

女性

４７．３％

３８．８％

５５．７％

４８．８％

２５％

２５％

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）という病気を

知っている者の割合
１９．７％ ２５．７％ ８０％

ロコモティブシンドロームを知っている者の割合
２３．０％ ４０．１％ ８０％

運動習慣者の割合 ３４．９％ ３３．６％ ４５%

運動機能低下の見られる高齢者の割合 ７．３％ ６．６％ 減少 C

就寝時間が2１時までの子の割合 ８２．１% ８２．６％ 増加 C

肥満傾向にある子どもの割合 ３．１% ４．５％ 減少

妊娠中の喫煙率 １．４％ ２．１％ ０％

妊娠中の飲酒率 ０．５％ １．８％ ０％

C 目標値に達した

目標値に達していないが、改善傾向にある

変わらない

目標値に達しておらず、改善の余地がある

－ 評価不能



４ まとめ（後期プランに向けて）

（１） プランの全体像の評価

◇40～64歳のメタボリックシンドローム（女）及び予備軍該当者（男女）の割合、40

歳代で進行した歯周疾患を有する者（男女）の割合が上昇＜悪化＞傾向にあり、その

改善が課題です。

◇生活習慣病に影響を及ぼす市民のライフスタイルでは、特定健診・特定保健指導の受診

率、就寝時間等良い生活習慣を有する幼児の割合は高いが、がん検診の受診率、女性の

飲酒率、妊娠中の飲酒・喫煙率、良い睡眠習慣を持つ人の割合には改善が必要です。

慢性閉塞性肺疾患（COPD）やロコモティブシンドロームを知っている者の割合が増え、

市民の健康意識が上がってきているが、運動習慣のある者の割合が増えていない、妊娠

中の喫煙率・飲酒率が上昇するなど知識があっても実践に繋がらない人や健康に関心の

ない人が相当数いると考えられます。

（２） 後期プランにおいて目指す方向性

◇健康寿命の延伸を目指し、健康に関心はあるが実践に結びつかない人や、健康に関心が

ない人に向けて、健康づくりに取組むためのきっかけづくりのための働きかけを一層

工夫していきます。

◇若い世代からの予防が重要であり、特に働く世代に向けた取り組みを強化するために、

職域（職場・企業）等とのさらなる連携を構築していきます。

三世代ふれあいクッキングセミナー

がん検診会場で検診の協力


